

































ペリコンについては、日本西洋史学会第 58回大会古代史部会（島根大学 2008年 5月 11日）において、「碑
文コレクター」と題して報告した。パウサニアスについては、別の機会に報告したいと思う。また、法廷弁論


























































考えられるが、IG に収録されている約 15,000 点について、内容別に分類すると、割合の多い順




















                                                      
5 ギリシアの決議碑文に関する包括的な研究としては、Rhodes / Lewis (1997) がある。 
6 アッティカ碑文の数量分析については、前野 (2007) 第 2章「碑文の数量分析―総数・残存率・分類・時代
分布―」を参照。 
7 碑文文書と文書館文書の関係については、前野 (2007) 第 4章「碑の材質―石は永遠性の象徴か―」を参照。 
8 碑文の製作費については、前野 (2007) 第 10章「碑文の製作費―注文主の思惑―」を参照。 























 表示金額 文字数 高さ ペディメント 人物レリーフ 材質 
A 10dr. 1,276文字 1.31m ○ ×（冠） ヒュメットス大理石 
B 10dr. 1,021文字 0.93m ○ × ヒュメットス大理石 
C 20 dr.×1/2 1,036文字 1.57m ○ ○ ペンテリコン大理石? 
D 20 dr. 3,490文字 0.98m ○ × ペンテリコン大理石 
E 20 dr. 776文字 0.92m × ○ ペンテリコン大理石 
F 20 dr. 2,942文字 1.88m ○ ×（冠） ヒュメットス大理石 
G 20 dr. 2,151文字+α 1.29m × × ペンテリコン大理石 
H 30 dr. 2,202文字 2.17m ×（シーマ） ○ ペンテリコン大理石 
I 30 dr. 3,325文字 1.03m × ×（冠） ペンテリコン大理石 
J 30 dr. 924文字+α 1.77m+α ×（シーマ） ○（冠） ペンテリコン大理石 
K 40 dr. 2,477文字+α c.1.07m ○ ×（冠） ペンテリコン大理石 
L 50 dr.×1/2 3,456文字 2.35m ×（シーマ） ○（冠） 白大理石 
M 60 dr. 2,825文字 1.93m × × ペンテリコン大理石 
ペディメントは三角形の破風型屋根、シーマは波型屋根を指す。 




るという説が、既に 19 世紀からあった。例えば、Drerup は、テキストがひどく省略された碑文やレリーフ
が付いた碑文は、公的な碑文ではなく、その私的なコピー碑文であると考えていた（Drerup (1896) p.228-230）。
近年でも、Rhodes / Lewis は、決議碑文はポリスによって建立されたのみならず、利害のある個人に決議碑
文を建立することをポリスが許可することもあったことを示唆しながら、しかし、テキストの省略を私的コピ
ーの証拠とするには不十分としている（Rhodes / Lewis (1997) p.3, p.6）。このように、公的に建立された決議
碑文と私的に建立された決議碑文があったと推測されてはいるが、それを見分けるための有効な手段が提示さ
れている訳ではなさそうである。 
10 諸説の詳細については、前野 (2007) p.221-223を参照。 
11 「百聞は一見にしかず」である。碑文の写真を掲載するのが一番分かりやすいのであるが、写真は既に、前












文字数は A の方が少し多く、碑のサイズも少し大きいので、A の方が高価に見え、かすかな違和
感を覚えるが、このくらいは許容範囲内ということだろうか。 
Cは前 337/6年の反僭主の法（SEG.12.87）、Dは前 363/2年のユリス人に関する決議（IG.II2111）、
E は前 355/4 年のセストス人フィリスコスの国賓待遇（IG.II2133）、F は前 283 年の詩人フィリ
ッピデスの顕彰（IG.II2657）、G は前 368/7 年のミュティレネ人の顕彰（IG.II2107）で、どれも
20ドラクマの表示がある。ただし、Cは同じ碑を二本製作することになっているので、一本の製
作費としては半分の 10ドラクマとなる。Cと時代が近いのは Eで、材質も多分同じ、どちらも人
物レリーフが付いているタイプであるが、10ドラクマの Cの方が 20ドラクマの Eより、はるか
に背が高く立派に見え、明らかな違和感を覚える。Dと Eと Gは時代も近く、材質も同じである







されているからである。ほぼ同時代で同じヒュメットス大理石の A と B と F を比較してみれば、
Fが Aや Bの倍の金額である点はよく納得できる。 















なレリーフが付いた L を比べると、K の貧相さは隠しようがない。しかし不思議なことに、貧相
な Kの方が立派な Lよりも表示金額が高いのである。Mは最も高い金額が表示されたもので、何










彫りの高さ 0.6mほどのものの値段が 60ドラクマ、立派なレリーフが施された高さ 1.49mのヘゲ
ソの墓碑の値段が 300 から 400 ドラクマと推定されていることからしても12、レリーフ付の碑文
は本来、かなり高価なものだったと推測される。因みに、1ドラクマはごく大雑把に 10,000円く
らいと考えれば、目安になるだろう13。第三に、碑の立派さには碑文の内容に応じた、分相応とい












                                                      
12 澤柳 (1989) p.187. 





























                                                      
れることがしばしばあった。彼らの名が記録される理由は、第一義的に、決議の日付や文責を示すためである
が、そのような実務的な理由だけではなく、同時に、彼らの名誉を掲示するためでもあったと考えられる。碑















15 碑文が建てられた場所については、前野 (2007) 第 5章「碑文の場所―インスクリプション・リンク―」を
参照。 






























                                                      


















































ケとの同盟 IG.II236、テーバイおよびミュティレネとの同盟 IG.II240、ビュザンティオンとの同盟 IG.II241、
メテュムナとの同盟 IG.II242、カルキスとの同盟 IG.II244）。また、反僭主の法（SEG.12.87）は、アレオパ
ゴス評議会場と民会議場の前に建てられ、民主政転覆を目論む者たちに対して殺害予告をする、警告としての
役割を果たしていた。その他、純粋に掲示板としての役割を果たしたものもあった（IG.I371, IG.I368, IG.II2298, 
etc）。 

















                                                      
24 Hedrick, Jr. (1999). 
25 私はここで「碑文文化」という言葉を使った。しかし、小論で扱ったような碑文の諸機能に関わる言葉とし
て「碑文習慣」（「碑文慣習」「碑文慣行」）もある。これら二つの言葉の意味と関係を整理しておく必要がある
















うになったのである。私は「碑文文化」という言葉を Bodel (2001) から借用した。彼はローマ碑文について
は、MacMullenに倣って単数形で The Roman epigraphic habitと表現し p.6、ギリシア碑文については、独
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